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本誌の前身誌 『国際文化論集』 第27号 (2003年３月20日発行) に掲載さ
れた研究ノート ｢20世紀前半期におけるモンゴル定住地域のイヌの諸相｣
(以下 ｢前稿｣ と略す) において, 筆者は20世紀前半期のモンゴルにおけ
るイヌのありようを, 主として (草原における遊牧地域ではなく) 大小の
都市など, 定住地域について紹介した｡ そこでは獰猛さで知られるモンゴ
ルのイヌをめぐるさまざまな状況を明らかにしたが, 都市をはじめとする
大小の定住地域に, いわゆる野犬の存在が頻繁に記録されていることにつ
いても注意を喚起しておいた｡ 人身に被害を及ぼす可能性の高い野犬がど
うして組織的な駆除をまぬがれて存在することを許されていたのか, それ
が前稿での宿題であった｡ この研究ノートは, そのわけをイヌの有用性,
とくに毛皮資源という観点から考えてみようとするものである｡
１．イヌ毛皮という観点
｢満蒙｣ のイヌは毛皮原料として, 古くは現地の人たちに, のちには安
価な毛皮材として高く評価され, この地域の特産物として広く世界に向け
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て産出されていたこともあった｡ 厳しく長い冬を受け入れなければならな
い人たちにとっては, 毛皮の衣料は贅沢品である前に, それがなければ命
にかかわる切実な必需品であったことを念頭に置くべきであろう｡ 富裕な
階層には, 稀少で, したがって高価な毛皮を身にまとう楽しみが許された
が, そうでない大半の人たちにとっては, とりあえず無しではすまされな
いものであることから, 毛皮の種類を選ぶ余地などなかった｡ 身のまわり
で容易に手に入れることができ, あとからあとから産出される保証のある
ものが, もっとも一般的な原材料となりうる｡ ｢満蒙｣ のイヌは, 寒冷地
に棲息することから, 天性良質の毛皮に恵まれ, しかも注意深く飼育する
ことを要しなかった｡ その地で普通に見かける, 街や村をうろつく厄介者
のイヌ, それが図らずも良質の毛皮を持っていたのである｡ このような事
情からも, 街や村にはびこるイヌは, むやみに排除されるべきものとはな
らなかったのである｡
｢満蒙｣ の毛皮資源という問題を考えるとき注意しなければならないの
は, 毛皮という地域限定的な産品を資源としていたこの地域が, まさにそ
の特産物たる毛皮によって国際市場といやおうなく接続されてしまったと
いう事実である｡ しかしながらその連結点は一様ではなく, 当時の政情を
色濃く反映して, なかなかに込み入っている｡ たとえば, ある見解では,
中国の主要毛皮産地は, 三つに分類される｡ ｢南支那｣ ｢阿爾泰・天山山脈
一帯｣ そして ｢満蒙｣ である｡ それぞれの主要集散地を前掲産地順にいう
と, 漢口, 天津, 奉天・錦州となる (奉天商業会議所 1923,2：33)｡ さら
に ｢満蒙｣ 地域に問題を絞り込んでみても, その地の北と南では, 取引そ
の他の事情はまったく異なる｡ ｢哈爾賓, 満洲里等ノ北満洲各地ニ於テハ
露西亜斤布度 [プード｡ 旧ロシアの重量単位] 建ヲ以テシ建値ハ露貨ニヨ
リ通算セラルル事多シ｡ 獣皮取扱業者ハ其主ナル商賈殆ド露人若クハ露国
帰化外商ナルヲ以テ獣皮取扱ニ関シテハ其商習慣南満洲各市場ト大ニ事情
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ヲ異ニセルモノアリ｡ 即チ南満洲ニ於テハ殆ド欠クベカラザル機関トモ言
フベキ皮店皮荘等ノ如キモノハ海拉爾, 満洲里方面ニテハ一切之ヲ要セズ｡
獣皮ニ関スル売買ハ時ニ外人 『ブローカー』 ヲ介スル事アルモ多クハ売手
買手相互ノ直接取引ニ依テ行ハルルモノニシテ総テ現物交換ナリ｡ 然レ共
主ナル獣皮商ハ多ノ場合其土地ニテノ売買ヲ喜バズ自ラ外国市場ヘ直輸出
スルモノ多シ｡ 是南満洲市場ト最モ事情ヲ異ニスル点ナリ｣ というような
顕著な相違が, ひとつながりの満洲のなかで見られるのである (原・山中
1919：106)｡
1986年３月24日, 筆者らは中尾佐助博士から西北研究所の回想談を聴か
せていただいた｡ 当時, 奈良大学の森田憲司氏と共同で進めていた善隣協
会西北研究所についての調査の一環として, お願いしたのであった｡ その
時の記録で公表されたものは藤枝晃博士, 梅棹忠夫博士からの聞き書きだ
けであるが, そのさい, 中尾佐助博士も, 快く談話聴取に応じてくださっ
たのである (藤枝博士分については, ｢西北研究所の思い出―藤枝晃博士
談話記録―｣ (『奈良史学』 4, 1986年) に, また梅棹博士分については,
『回想のモンゴル』 中央公論社 (梅棹忠夫著作集第二巻 『モンゴル研究』)
に一部が採録されている)｡
戦争末期, ごく短期間, 河北省張家口に存在した西北研究所は, 文理の
学問的境界を越えた若手の俊秀のたまり場の観を呈しており, きわめて自
由な雰囲気のもと, あけすけな学問的論議に明け暮れたのであった｡ 所長
今西錦司が, この逸材たちのグループをまとめていた｡ 学問的な梁山泊と
評される所以である｡
この時の聞き取りの中で中尾博士は, 当時この研究所に, 防寒用の毛皮
資源についてのテーマがあったと言い, こう述べられた｡
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毛皮獣なんて, なんでもないよ｡ そりゃ犬だろうって｡ すぐ羊を皆考え
たわけだが, 蒙古行くと, どこのアイルにも犬がワーッといるだろ, そし
てまた繁殖力がすごいからね｡ 犬を繁殖させりゃ, これは一番安直にでき
るじゃないかという話をしておった覚えがある｡
その話は, 長い間モンゴルにおけるイヌの役割について興味を持ちつづ
けていた筆者に, はなはだ強い印象を与えた｡ この話題がどうしてわたし
の脳裡に強く響いたのだろうか｡ 以前から濫読していた戦前戦中期 (よう
するに1945年以前) の ｢大陸｣ にかかわる日本人の旅行記のたぐいのなか
に, 都会のみならず, すこし ｢田舎｣ に出ると, 旅行者たちはイヌ, それ
もヒトの管理の埒外にある野犬どもに出会して難渋する場面がしばしば現
れるのだ｡ わたしはそうした行文になんどとなく接し, 長年この地のイヌ
に強い興味と疑問を持ちつづけていたのである｡
遊牧をなりわいとする草原地帯であれば, 狼や盗人から家畜を守るため
番犬を蓄えておくことは必要であったろう｡ だが, ウルガをはじめとする,
モンゴルの定住地, 言いかえれば都市といえるような場所でも, イヌがや
たらにあらわれるのはどうしたことか｡ しばしば人に被害を与える物騒な
イヌが, 人寄り場である街なかで存在を許されているのはなぜかと考え続
けていたのだが, このときの中尾博士の指摘でその疑問が氷解したのであ
る｡
清朝末期から日中戦争期にいたるまでの長きにわたって, ｢満蒙｣ 地域
では, 治安が十全というにはほど遠いという社会状況もあって, 前稿でも
詳しく述べたように, イヌを飼育することは現実的で簡易な安全保障策と
して認識されていた｡ しかし, 人間の側からすれば, 多数のイヌを飼うこ
とには (あるいは街なかでイヌがうろうろしているのを放置することには),
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もっと別の観点からする有力な価値があったのである｡ それは, いま紹介
した中尾博士が指摘する毛皮資源としてのイヌという観点である｡
こうしたことに気がついていたのは中尾博士だけではない｡ かつて何人
もの専門家がイヌ毛皮の重要性を主張している｡ たとえば, 日本の南極探
検で大いに話題となったタロ・ジロなどの ｢カラフト犬｣ にかかわって著
名な, 北方動物研究の泰斗ともいうべき犬飼哲夫は, 戦中期, さかんにイ
ヌ毛皮の効用を主張していた｡ ｢実用毛皮として満洲は山羊, 羊, 犬, 猫
の毛皮の産出に於て世界有数であって一般民衆の間には山羊, 羊, 犬が非
常に広く用いられて｣ いるが, それは ｢満洲の田舎｣ 特有の事情, すなわ
ち ｢匪賊に対する警戒と防衛の意味｣ で多くのイヌを飼養していることに
より, また ｢犬皮は毛皮として防寒力が強く, 狸, 馴鹿, 緬羊に次ぎ兎,
栗鼠を凌ぎその耐久力に於ては兎の三十倍, 狸の四倍, 馴鹿の二倍に当り,
比較的耐久力の強いと云はわれている海獣オツトセイより遙かに強いので
ある｣ と, その多重的な有用性を強調している (犬飼 1940：40)｡
動物学者の森為三も同様の評価をしている｡ ｢将来満洲に於いては, 犬
と鼬の毛皮は注目すべきものと思ひます｣ と述べるが, その見通しは,
1936年満洲国外国貿易統計の ｢輸出毛皮｣ に基づいてなされている｡ すな
わち, イヌ毛皮は, 35万枚, 金額にして107万円の数値を示すが, それは
金額面ではコリンスキー (西伯利亜鼬) の177万円に次ぐものである (森
1943：48)｡
犬飼はさらに, 生産地におけるイヌ毛皮の扱われかたなどについて以下
のように述べる｡ ｢先ず農民や他の副業的に狩猟した者の生産物が相当数
に達すると, これを自ら携へて附近の小部落の皮買店に至り, これを金に
し又は雑貨と交換する｡ 一般にこの皮買店は山貨店と称し, 毛皮の外, 獣
毛, 獣骨等何んでも動物関係のものを取り扱ふ店で大都市では町端れに又
小部落等には必ずあり, 文字を解しない土民のため, 骨片や馬尾毛, 猫皮,
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又は野鳥等を吊してその記号となしている｡ 土民はその生産物を馬につけ
又は棒で担いで運び……時々珍奇なものがこの山貨店には出るから動物蒐
集には最も好都合である｡ この山貨店は更に又奉天等の大都市の問屋 (貨
桟) と特別契約をなして出荷するものもあり, 又或は各地を巡り歩いて買
ひ出しに来る皮買の仲買人に売り渡すこともある……毛皮の出廻る季節に
は車窓からでも数枚の犬猫の皮を提へて山貨店に向ふ農民を見受け｣ たと
いう (犬飼 1933：78)｡ また ｢人口増加とともに, 増殖の傾向にあるイ
タチ, 犬, 山羊等がこれら野生の毛皮獣に代って段々その産額を増して来
ている事は当然の現象で, 現在満洲で最も優力な毛皮獣は犬であると思ふ｡
その理由は満洲では治安の不備から田舎に於ては各戸に少きは数頭, 多き
は十数頭の番犬を有し, これが年々増殖するから一般農家の副産物として
広く満洲から年々殆ど一定の数量を生産し得ることと, 犬の毛皮が実用上
合理的であるため一般民衆用として利用範囲が極めて広いことと, 又その
飼育に何等特別の管理を要しない点等に於て他の毛皮獣に優るのである
……畜犬によれば全満人民の富力を増し, 且その実用化の大なる点で犬毛
皮は到底他の及ばないところで, 将来加工の研究が進むに従ひ最も理想的
な毛皮を犬皮より得ることは全くの夢想ではないと思う……犬の種類の選
択, 屠殺期, 乾燥法などを攻究したなら, 将来の著い満洲の生産物をなす
に至るであらう｣ (同前) と, イヌ毛皮のメリットを事細かに主張してい
るのである｡
イヌ毛皮の大きなメリットは, 犬飼の言葉を借りれば ｢一般民衆用とし
て利用範囲｣ (同前) が広いという点であり, それこそがイヌ毛皮が ｢価
格の点に於ては到底天然産野獣毛皮と比較すべくも非ざれども産額頗る莫
大｣ である要因なのだ｡ まことにイヌ毛皮こそは ｢寒地に於ける一般中産
階級以下の防寒用具として需要第一位｣ であることが明白にわかる (奉天
商業会議所 1923,2：32)｡
人間文化研究 第２号
― ―414
２．モンゴルならびにその周辺地域からのイヌ毛皮の産出量
それでは実際に, イヌ毛皮がどの程度産出されていたのかということを,
モンゴル及びその周辺地域 (当時 ｢満蒙｣ と称されていた地域) について
当時の各種記述資料にそくして見てみよう｡ いうまでもなく, それら統計
資料は, 定点において, 統一された集計法により, 長期間にわたって行わ
れたものに依拠すべきである｡ そうでないものについては, はじめから統
計としての限界性が存在することを, よく認識した上で慎重に数字を検討
すべきである｡
ここにあげられる統計資料は, 統計資料のあるべき姿から見ると, 程度
の差こそあれ, それぞれ問題点を含むものである｡ 各統計資料は, 異なる
立場から集計された数字であり, 統計の及ぶ期間も長いもので十数年程度
である｡ 関係資料がこのように断片的にならざるを得ないのには理由があ
る｡ イヌ毛皮については, 主な消費地である欧米世界における動物愛護精
神へのはばかりがあり, また生産地の事情としてはきわめて小規模で多発
的な生産・集荷形式により産出されるという事情があろう｡ また, 満洲国
時期の税関関係者の指摘によると, 一般的に言って, 世界のどこでも毛皮
業者は, 非常に排他的であり, その技術, 取引, 価格などについては, 厳
重な秘密主義をたもっているので, 実情を知るのは容易でないという (手
島 1938：35)｡ こうした状況も統一的な統計の実現を阻む要素であろう｡
それでも, おおまかな数量, だいたいの傾向, 時代の推移などについての
｢あたり｣ をつけるくらいの, 統計資料の量と質は備わっているものと思
われるので, 管見に入った限りの資料を提示して考察を続けたい｡
バイコフによれば, フルンボイルにおけるイヌ毛皮の産出量は, 1920年
の5,400枚が翌年には１万枚になり, 以後はめざましい伸びを示し, 29年
には10万枚を超え, 33年にはなんと23万枚を数えている｡ 統計初年度の20
20世紀前半期におけるモンゴルのイヌ毛皮
― ―415
年の約44倍にもなっているのである (1934 : 67)｡ 地域限定的な需
要が一気に拡張されたことを如実にうかがわせる数字の変遷である｡ さら
に範囲を広げて検討することもできる｡ 犬飼による ｢満洲より輸出された
イヌ毛皮｣ では, 1925年段階では22万枚であったものが, 28年には50万枚
を突破し, 31年には実に60万枚にまで達している (犬飼 1933：17)｡
小澤による ｢支那全土より輸出されたイヌ毛皮｣ を見ると, 1925年にして
すでに76万枚の輸出実績が掲げられている｡ 小澤はさらに, 毛皮輸出の最
大積み出し港は天津で, 大部分はそこから出荷されるが, イヌ毛皮につい
ては大連, 牛荘などからも出るという (小澤 1928：128)｡
かつて考察した事であるが, 満蒙産のタルバガン (Marmota bobac) 毛
皮が高級品として人気を博したゆえに, 1920年代最末期の世界大恐慌によっ
て大きな打撃を受け産出量を激減させたのと比べると, イヌ毛皮は安価な
実用品として景気のよしあしに左右されることなく, 確実に売り上げを伸
ばしていったことがよくわかる (原山 1999)｡ ｢実に防寒と装飾をかねて
優秀品, 高価な川獺と見まごう｣ (笹目 1976：242) といわれるタルバガ
ンは, 高級毛皮のイミテーション, いわばあってもなくてもよい贅沢品で
あり, より安価な代替品はいくらも想定できるということになるのである
(笹目 1976)｡ イヌ毛皮の最大のメリットの一つは, 犬飼の言を借りれば,
｢一般民衆用として利用範囲｣ が広い (犬飼 1933：19) という点であり,
それこそが, イヌ毛皮が ｢価格の点に於ては到底天然産野獣毛皮と比較す
べくも非ざれども産額頗る莫大｣ な所以であろう (奉天商業会議所 1923：
78)｡
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「満洲より輸出せられたる毛皮」(犬飼 1933）
年 1925年 1926年 1927年 1928年 1929年 1930年 1931年
枚数 22万枚 24万枚 28万枚 51万枚 36万枚 47万枚 60万枚
このような巨大な需要に対応した毛皮加工場が確保されていたかという
と, それは満足すべき状況だったとは到底いえなかった｡ 1932年の統計に
よると, ハルビンにおいては, ６軒の ｢犬皮の半鞣をする支那手操製革所｣
があるというが, そこで処理されるイヌ毛皮の数は9,300枚ないし14,000
枚である｡ うち最大規模の ｢ウンファーチャン｣ (1932年創設の最古参)
は, 4,000～5,000枚を生産するという (ルカーシキン 1933：85)｡ その背
後には, もっと零細な, そして個別的な処理施設が数多く存在していたこ
とがうかがわれる｡
イヌ毛皮については, この統計をあげているルカーシキンが残した指摘
も見落とすことができない｡ かれによれば, ｢支那種｣ のものより ｢蒙古
種｣ のほうが優良であり, ｢蒙古種｣ のなかでも ｢最も価値のあるものは
普通の飼犬の毛皮である｣ という｡ また ｢逼迫せる世界の経済危機と米国
に於ける夥しき手持品の為, 犬皮の本年度需用は減退した｡ 是が為米国に
於ける犬皮の値段は暴落し引いて内地市場の値段の急落を来し, 満洲農民
は本年の犬皮屠殺を見合せた｣ と｡ 欧米諸国市場の動向が直接波及して,
現地で毛皮を取るためにイヌを殺すのを ｢調節｣ していることがわかる
(ルカーシキン 1933：87)｡
｢満蒙｣ と呼ばれた地域にある街を徘徊する野犬の数は, このようなヒ
トの側の都合により, 増えもし, また減りもするということである｡ 住民
にとって野犬は, 少なからざる脅威ではあっても, 毛皮原料としての需要
が増えたときの利益を考えれば, 野放しにしておく利点は十分にあるのだ
ろう｡
1904 (明治37) 年, 日露戦争に従軍していた渋川玄耳 (柳次郎) は, 沙
河の街頭で ｢処処に皮を剥がれた犬の屍が横たはって居る｣ のを目撃して
いる｡ ｢襟巻に為ったのか, 足包みに為ったのか｣ というのはその用途に
ついてである (渋川 1918：96)｡ ｢支那人も, 満洲人も下級者は熾むに犬
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の肉を喰ふ｡ 満洲で毎年皮を取る為に二十万頭近くの野犬が屠られ, その
肉は皆喰ふて仕舞ふ｡ 野犬は狐そっくりの房々した大きな尾を有って居る
から僅々一枚二三円の満洲野犬の皮がアメリカに輸入されると, 尾だけで
十円二十円に売れる｡ 悉く赤毛狐や黒狐に化けてモガの首巻になるのであ
る｣ と ｢野犬｣ のつかいみちについていうのは, 上田恭輔である (上田
1930：145)｡
３．イヌ毛皮は実用品であり貴重な収入源であった
｢冬になると, ハイラルの街を, 蒙古人が狐, 狼, 貂などの毛皮を手に
ぶら下げて歩いている｡ 行きかうロシア人をつかまえては買わないかと云
う｡ そのロシア人と蒙古人と, 零下三十何度という酷寒の下に, シューバ
の襟や髭を真白に冰らせながら, 毛がいいとか悪いとか高いとか廉いとか
云うている｡ 狼の毛皮を持って歩いていることもある｡ 何うかすると, は
いだばかりのまだ赤い血のにじんでいる犬の毛皮を腕に垂れかけて持ち歩
いている｡ 蒙古人が車に羊や牛の毛皮を満載して駱駝に牽かして来る｡ そ
れはみな冰って板のようになっている生皮だ｡ 羊の皮はひろげたままで,
冰らしてあるが, 牛の皮は, 丁度畳一じょうぐらいの大きさに折りたたん
で重ねてある｡ ハイラルの街の真ん中で, その駱駝の車を停めて, 一枚二
枚と数えながら, その取引をやっている｡ 一つのハイラル風景だ｣ と, ハ
イラルでの見聞をのこしているのは, 外交官で, モンゴルに関する著述が
多い米内山庸夫である (米内山 1941：157)｡
そのようなイヌを集めておく施設さえ記録されている｡ ｢満洲および東
部蒙古地方｣ では, ｢一区画内に二三百頭も飼育して収入の資となせり｡
而して北部の極く寒冷にして華氏零下三十度にも達する地方産のものは身
駆巨大にし, 毛は長く品質極めて佳良なる事は, 世界各国に無比たり｡ 毎
年冬期に至れば生後約八箇月のものを屠殺して其皮を取る｣ (台湾総督府
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官房調査課 1923：115)｡
満洲の狩りについての随筆を残している八木杜朗によれば, 彼の愛犬
｢ルイ｣ が ｢犬殺しの手に陥ちて北崗子にある野犬置場｣ にほうりこまれ
たとき, 大雪の降るなか ｢犬殺しの家｣ についてみると, ｢家の壁や土間
に, なめした犬の皮が所狭いまでに並べ立ててある｡ そして譬へがたい不
快な臭気が鼻を衝いて流れてきた｣ という｡ そしてその野犬収容のための
｢吹きさらしの置き場｣ には ｢二坪ばかりの檻｣ があり, 30頭あまりの犬
が ｢喧々囂々と混乱していた｣｡ 愛犬家でもある八木はその様子を ｢正視
に堪へぬ暗澹たる光景だった｣ と回想する (八木 1935：316317)｡
ハイラルにおいても同様の報告が見られる｡ ｢一支那人は毛皮採取を目
的として養犬業を創始し, 数十頭を飼養せるが夜間喧噪を極め安眠を妨害
すること甚だしき為, 附近居住者より抗議が出て, 遂に官憲に訴へられ漸
く其事業を閉鎖｣ したという (満鉄臨時経済調査委員会 1927：8)｡
もっとも, モンゴルにおけるイヌ毛皮使用は, 古い時代からおこなわれ
ていたものと思われる｡ 歴史をふりかえってみると, たとえばモンゴル世
界帝国時代, ラシード＝ウッディーンとならんで西アジア世界における最
重要史料とされるジュワイニー (アラー＝ウッディーン＝アタマリク＝ジュ
ワイニー｡ 122683) の 『世界征服者の歴史』 によると, モンゴル人たち
の ｢衣服は犬や鼠の皮だった｣ という ( Juvaini 1958 : 21)｡ また, 時代は
くだるが, アルタン＝ハンの法典の窃盗に関する条項のうち, 盗まれた品
目のひとつに ｢犬の毛皮のコート｣ があるのである (Bira 1977 : 17)｡ ハ
ンギンによれば, このような fur coat made of dog-hideは, と
いわれる (Hangin 1986 : 364)｡
1920年代後半のウラーンバートルにおいては, 野犬を集めて皮革資源の
一助にしていたようだ｡ ｢野犬を捕へ一定の場所に養成所を設けて養成し
犬皮を取る方法を講じて居る｡ 現在飼養中の野犬は四万を越して居ると云
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ふ｣ という報告があり, なおそれによれば, 同市の家畜屠殺場から出た屠
殺家畜の血は ｢全部野犬飼養所の食物になる｣ (猪口 1928：68)｡
獰猛なことで有名なモンゴルのイヌが, 狂犬と化したときの恐ろしさは
想像するにあまりあるが, 南モンゴルのシャビ地方で暴れまわる狂犬を実
見したのはグラハム＝ペックという旅行者であった｡ ｢物の怪に憑かれた｣
｢何んでも喰いつかうとする｣ 狂犬が, 丘をかけあがってきて, ゲルの集
落内に暴れこむ｡ そこで飼われていた ｢黒毛の番犬が八, 九匹総出で, こ
の猛犬に掛った｣ が, 狂ったイヌは, ついにゲルに突入してきた｡ ゲルの
中にいた人たちは総立ちとなって, 手近の得物をとって, そのイヌを追い
まわし, ついにゲルの裾の部分を掘り下げて外にのがれようとしていたイ
ヌの頭を殴りつけて殺したという (ペック 1940：130)｡
こうした騒ぎをおこすイヌであってみれば, 普通の状態でないイヌに噛
まれた人は, 狂犬病への深刻な恐怖にさいなまれることになるだろう｡
1913年２月, ウルガを発ってウリヤスタイに向かっていたイギリス人ペ
リー＝アイスカフは３人のコサックとすれちがう｡ コサックのうち２人は
ウリヤスタイでイヌに噛まれたのだが, 狂犬病を恐れて, これからトムス
クのパスツール研究所に検査に向かうところであった (Perry-Ayscough
1914 : 142)｡
前稿でふれた磯野富士子の記録によれば, 狂犬病予防のため野犬駆除が
行なわれた際, イヌたちはストリキニーネで薬殺されたのだが, 当然この
方法は ｢モンゴルの習慣ではない｣｡ 朝殺されたのが, 夕方にはもう ｢大
きなイヌの皮が高くつるして乾してあった｣ という手際のよさである｡ 毛
皮をとられたあとの死体は門の前にあちこちころがっていて, それを ｢さっ
きまで一緒に遊んでいた仲間の犬が, いがみ合いながら食べているのは怖
ろしかった｣ と述べている (磯野 1986：104)｡ まだ狂犬になっていない
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のに, 殺されているイヌたちにはいささか哀れを催さざるをえないが, ペッ
クの描いた生々しい情景を想像すると, 予防的にこの時期に殺すという説
明が納得できるような気もするではないか｡
イヌ毛皮に対する需要がさほど切実でない地においては, 住民の犬への
対処には, こうした狂犬への恐怖が前面に出てくるであろう｡ 1927年から
２年間, 東トルキスタンの各地を道路調査していたイギリス人ショーンバー
グは, トルファンの城壁で ｢固く凍った犬の死体の, ぞっとするような山
で満たされた堀｣ を見ているし, バルクルの城壁の外にも ｢投げ捨てられ
た, 凍った汚物や犬, 猫の死体｣ があり, ヤルカンド旧市街の城壁を巡っ
たときにも ｢犬の死体が恐ろしいほど積み重なっているところ｣ に出会っ
ている (ショーンバーグ 1986：148)｡ かれがなんども見たイヌの大量の
死体は, もしかすると狂犬病が発生したさいに組織的に駆除されたものか
もしれない｡ しかし, ショーンバーグはこの間の経緯については, なにも
書き残していないので, これはまったくの憶測であることを付言しておか
ねばならない｡
さて, ハルビンにおけるイヌ毛皮の需要が起こったのは, 1920年前後か
らである｡ 主としてニューヨーク, ロンドン市場での需要に呼応したもの
である｡ 品種としては, モンゴル (ハイラル) 種と中国種とに分けられ,
モンゴル種を優良としている｡ 仕入れは漢人の仲買人が, 先にも述べた村々
の山貨店を遍歴して毛皮を集め, それをハルビンに運ぶ｡ そして, 欧米の
毛皮商が大量購入するというプロセスである｡ これら外国の毛皮商は, 仲
買人にとっては良い顧客というところであろう｡ 一方, 欧米の毛皮商の方
も, こうした買いつけ方をすることによって, 少量づつのイヌ皮をこまめ
に集めるために代理人を雇いいれる煩を避けられるのである｡ 輸出期に特
定の季節はない｡ まずハルビンにおいて, あらましなめしたあと発送する
のである｡ その処理をしておかないと, 熱帯地方を通過するさいに, 残っ
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ている脂肪によって毛皮が腐敗してしまうからだという｡ 傅家甸 (ハルビ
ンの近郊にある漢人居住地域) には, こうした工程のために, 十軒以上の
零細な家内工業的な工場がある (哈爾浜日本商工会議所 1928：67)｡
1939年ハルビンを訪れた春山行夫は, ｢土着民の風俗｣ として, ｢犬の毛
皮で造った耳かくしのある帽子｣ が外国人の旅行者の興味をひくしろもの
であると記述している (春山 1940：255)｡ また, 春山は, その街のバザー
ル, というよりは小盗児市場という俗称のほうが有名な古物街で, シュー
バ (裏に毛皮の付いたロシア風外套) を買い求めようとした｡ 60円から80
円くらいが相場というイヌの毛皮のものをすすめられるが, 同行していた
朝鮮人の運転手から, 当節のものは品物が悪く, 一年くらいで毛が抜けて
しまうからやめなさいとの助言を受け, 見るだけにしたという (春山
1940：239240)｡ 当時の満洲において, 実際にイヌ毛皮の ｢外套｣ の恩恵
にあずかった人の記事もある｡ 1935年, 農林省派遣官吏として, 新京の満
洲国興農部に赴任していた平野勝二は, 着任した35年11月から約40日間に
わたって, 熱河省寧城県に総合調査に出向いた｡ かれは ｢極寒の時期とて,
犬の毛皮を裏打ちにした外套, 二た重ねの手袋, アザラシの長靴, 毛帽と
いったものものしい扮装で, 歩くのさえ厄介｣ な移動をしたのである (平
野 1965：406)｡ 寒さの本場におけるイヌ毛皮への評価が, どのようであっ
たかをうかがわせる記事といえよう｡
やはり同時期の1939年, 満鉄社員会雑誌 『協和』 は, ｢白系露人に寒地
の生活法を訊く座談会｣ を掲載した｡ 日本内地ではとうてい経験できない
ような厳寒のなかで業務, 生活をこなさなければならない満鉄の関係者に,
寒冷地の大先達ともいうべきロシア人のもつ防寒のノウハウを紹介しよう
という, はなはだ実用的な記事である｡ その席上, ｢安くて温かな毛皮は
何か｣ という問いに答えて, 元ウスリイ鉄道長官のカツィエンコは次のよ
うに語る｡
人間文化研究 第２号
― ―422
防寒服の材料は満洲にはたくさんありますが, 安いのでは羊の毛皮, 犬
の毛皮でせうか｡ これの精製したものは丈夫で温かな点では高価品に劣り
ません｡ 御承知かもしれませんが, 満洲の犬の皮は未製品として米国へ輸
出されるんですね｡ さうして向うで精製して立派な毛皮になる｡ これは防
寒用としてだけでなく婦人服の装飾にも用ひられるんです｡ 以前, わたし
はシベリア旅行のときに表裏とも犬の毛皮でつくったドハーを見たことが
あります｡ 犬の毛皮はウラルのテューメン市が名物で, 一着三十ルーブル
(一ルーブルは現在約七十五銭) も出すと上等のものがありました｡ 面白
いことにこいつを着ていると田舎の犬が吠えない｡ 同類だと思ふんですね
(笑声)｡ 安いのでは八ルーブル位の外套もありましたが, 温かい点では高
価品に些かの遜色もない (満鉄社員会 1939：23)｡
防寒という機能から見たときの品質にすぐれ, しかも安価であるという,
いわゆるコストパフォーマンスを高度に備えた毛皮資源として高く評価さ
れているのである｡
満鉄農事試験場職員の原驥四郎によれば, ｢蒙古ニ於ケル犬ノ種類ハ番
犬用狩猟用及ビ蒙古狆ノ三種類｣ であるといい, 番犬は満洲で九割以上を
占める ｢純支那犬｣ と同一系統であり, ｢各個ノ形態甚ダ均等シ体厖大ニ
シテ普通体高二尺体長二尺前後大ナルモノニ至ッテハ稀レニ犢ニ類スルモ
ノアリ｡ 頸太ク臚頂平ニシテ耳ハ附着高ク短クシテ稍ヤ垂下ス｡ 尾ハ太ク
シテ長シ｡ 外観粗野ニシテ重ク, 性因循ナレドモ頑猛ニシテ番犬ニ適ス｣
(原・中山 1919：269)｡ その毛皮としての価値については, ｢毛ハ密ニシ
テ長ク毛皮用ニ好適シ黒褐色黄等ヲ普通トス｡ 斯クノ如ク満蒙産狗皮ノ大
部分ガ同一種類ニシテ皮形皮質均等ナルハ其産額ノ豊富ナルト相俟チテ商
品トシテノ価値ヲ一層向上セシムル｣ と述べて, 品質がそろっていること
が大きな長所であることを強調している (同前)｡ 原は, なお ｢採皮ヲ主
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ナル目的トシテ撲殺シタルモノノ皮ヲ主トス｣ と述べて, 現地におけるイ
ヌ毛皮調達の状況にも付言している (同前)｡
実用品としてのイヌ毛皮を愛用していたのは, シベリアのロシア人だけ
ではない｡ 鳥居龍蔵によれば, 海岸居住のコリヤークは, 夏の海獣の狩猟
期, 湿り気や寒い天気の日には ｢犬の皮の上衣｣ や ｢袴｣ を着用するとい
う (鳥居 1976：237)｡ ｢水が掛かっても耐える｣ からだという｡ この ｢合
羽｣ は背後に頭巾がついているものも間々あり, 冬でも子供たちは家の中
にいるときに着用する｡ だからこうしたイヌ皮の衣服は, 常に魚の臭いが
ついたり, 海豹の脂がしみついて実に不潔だと｡ ここでも, 防寒だけでな
く, 防水という観点からも評価されていたようである｡
鳥居はまた, 『新唐書』 掲載の ｢衣犬豕皮｣ という記事を紹介して, 済
州島では古くから ｢犬の皮の帽子をかむり, その着物をきる｣ と指摘して
いる (鳥居 1976：246)｡
４．20世紀前半の軍需がイヌ毛皮の価値を見直させる
あとにも述べるように, 専門家の科学的実験によってもイヌ毛皮の防寒
性・耐久性は立証されるのであるが, 日常的に着用する必要性が高い寒冷
地域で, かように愛用されているということは, 実用素材としてのイヌ毛
皮の優秀性をなによりも雄弁に物語っている｡ 毛皮原料としての評価の高
さは, イヌ毛皮に, 第２次世界大戦後も大きな需要があったことからもわ
かる｡ その毛皮は, ｢黒色や茶色などに染色して, ジャケット, トリミン
グ, 敷物｣ に用いられ, ヨーロッパにおいては, 中国産のそれが, ｢ごく
安価な実用的な毛皮のコートとして出回っている｣ という (中村・西川
1977：179)
｢満蒙｣ のイヌ毛皮に話をもどそう｡ ｢北方産の狗皮は実際優秀で, 毛
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量深く狸に遜色を見ない程｣ であり, ｢最近は軍部の被服廠に需要少くな
い｣ といい, また ｢欧州大戦前は満洲の犬毛皮は単に自家用に向けられる
に過ぎなかったが, 米国に染色加工の技術が発達してから一躍その価値が
見出されて, 安物コートのトリミングや, 米国の戸外労働者が着る革の半
コートの裏地, 灰色の犬皮は狼の代用品, 白色は白狐の代用品等に加工さ
れるようになった｣ と述べるのは, ｢畜産・加工叢書｣ において ｢毛皮｣
の部を担当した三島康七である｡ 同書におけるイヌ毛皮の評価は高く,
｢大体犬皮は産地の如何に拘らず皮質毛質強靱且つ保温力に富めるものの
一種であって, 欧米方面にも実用防寒材料として歓迎され, 殊に昨今世界
的に需要の増大を招いた航空服の材料に無二の適品と認めらるるに至った
ので, 勢ひ満蒙毛皮も其の高級に属するもの (単価十円以上見当) は大抵
欧米当業商に買収さる｣ と, イヌ毛皮ブームの背景を指摘する｡ 日本国内
のイヌ毛皮の需要についても, ｢満洲に於て蒐集された我が軍用犬毛皮は
三円以下のものであったとのことだが, 今後はより以上の優良品も其の多
くが我が国の買収する処となるであらうし, 又軍隊が露営の場合等に要す
る敷物などには, 数等低級品の需要が増大｣ するとの見通しを述べている｡
ここでもやはり, 安価ですぐれた品質をもつイヌ毛皮という点が問題にさ
れている (三島 1937：213)｡
田中義一にじきじきにリクルートされ, ロシア事情通の特務機関要員と
して活躍し, その経歴を大部の日記にのこした石光真清は, ひところ錦州
において満蒙公司錦州商品陳列館を開設していた｡ 関東都督府が約15,000
円の創立資金を出し, 以後10年間にわたって年3,000円の補助金を供与す
るという趣旨からみて, 特務事業をおこなうための隠れ蓑であったことは
明らかである｡ 小凌河流域にある錦州は, いうまでもなく ｢内蒙古｣ 地域
の物資が集散する要衝で, 現在も諸工業が盛んな遼寧省の代表的都市であ
る｡ 石光が陳列館を開いたのは, 大正５ (1916) 年, まだ錦州が外国人に
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たいして居住・営業を許していない時期のことであった｡ 石光は, 同館を
根城に, 錦州への日本人進出の基盤形成のために孤軍奮闘し, 翌年にはも
と十数名であった日本人は200名を超えるまでになったという｡ その地は,
モンゴル市場の中心地のひとつ赤峰の物資を一手にあつかう位置にあった｡
錦州には, 全盛時には毛皮業者が230店にのぼり, 毛皮商人は2,600名の多
きを数えたという (錦州市 1994：115)｡ 石光の手記によれば, ｢満蒙｣ の
特産とも称すべき毛皮類の取引ももちろん多かったというが, イヌ皮は,
ヒツジ皮と同数の20万枚で, ヤギ５万枚, ウシ皮６万枚をはるかに凌駕し
ていたという (石光 1979：178)｡
満洲国陸軍軍医学校第７期生の吉岡政幸によれば, かつて毛皮類の防寒
保温試験をやったことがあるが, その結果は, ｢安物の犬の毛皮が一番す
ぐれていた｣ という (白楊会 1980：348)｡
1943年, ｢鐘淵紡績株式会社の受託に係る林野皮毛鳥獣の増殖に関する
試験に関聯して｣, ｢朝鮮総督府｣ 林業試験場が ｢朝鮮犬の改良及優良皮毛
増殖｣ の調査を行なった｡ 満洲国陸軍軍医学校と同じような研究が, ここ
でも行われていたのである｡ 安価で, 優良な毛皮の必要性が強く認識され
ていたことがよくわかる｡
その報告によれば, ｢朝鮮犬毛皮の年産量は大体10～15万枚, 多き年は
50万枚に上り今次事変に会し軍需向大量生産を要望され｣ ているという｡
一般に毛皮は寒冷地に生育する獣のそれがすぐれているといわれるが, 同
報告においても, 結論として ｢朝鮮犬｣ は ｢中鮮以北産の犬毛皮は綿毛厚
く防寒其の他衣料用として他獣毛皮に劣らぬ実用価値｣ があると評価して
いる｡ 軍需のうちでも特に ｢航空用防寒被服資源として珍重され其の増産
に対する期待は時局下益々大を加へ｣ ているという (高木 1943：179)｡
この報告は, なお ｢犬皮及犬毛皮の用途｣ について, 言及している｡ 軍需
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と民需の二つに大別し, 軍需の毛皮として ｢外套裏地・航空服衣料・敷皮｣
が, 革として ｢衣料部分品｣ があげられており, 民需では, 毛皮として
｢擬毛皮 (灰色は狼, 白色は白狐, 赤褐は狐)・コートのトリミング・上服
の裏地・防寒用胴着・外套裏地・防寒帽・ハタキ (尾を使用す)｣ が, 革
としては ｢靴裏皮・靴甲皮 (牛ボックス, キット代用)・袋物用｣ がそれ
ぞれあげられている｡ 想像以上に多用途の原料として想定されていること
がよくわかる｡ 航空服の原材料として適していることは, 前述した三島も
強調するところであった (三島 1937：127)｡
この報告からもわかるように, 両大戦間の時期において, 軍需面で毛皮
が急速に熱い期待を集めはじめたことは, よく知られている｡
ここでは, 前述した引用にも散見された航空用衣料として毛皮が求めら
れるようになる時代背景について一見してみよう｡ そこには, 20世紀前半
の２つの世界大戦を山場とする国際間のたえまない緊張関係がもたらした,
航空機技術開発における長足の進展がある｡ 日本における一例をあげてみ
よう｡
大正末年から ｢日支事変｣ 初期にかけて海軍艦攻部隊の主力機として,
各型式生産総計四百機以上生産された三菱製の海軍一三式艦上攻撃機
(2MT1～3MT2) の上昇限度は4,500メートルであった｡ 同じ三菱が1935
(昭和10) 年２月はじめに初飛行させた九六式艦上戦闘機は, 実用機とし
ては最初の低翼単葉式で, 高く評価される名機であった｡ 1937 (昭和12)
年初頭から生産開始され, 各型式生産総計は約千機であった｡ 同機は, 中
国戦線における航空部隊の主力として高い信頼をえていた｡ この九六艦攻
の上昇限度は, 9,800メートルで, 前記一三式艦上攻撃機の２倍となり,
まもなく訪れる上昇能力１万メートル時代の到来を強く印象づける性能で
あった｡ 十年一昔とはいうものの, 上昇性能が倍以上にレベルアップして
いたことがわかる｡
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性能諸元全般にわたる向上の結果, 新しい課題として, 高々度における
寒さ対策が浮上した｡ よく知られているように, 気温は, 上空にゆくにつ
れて下降する｡ 気温減率は, 100メートル上昇するごとに, 0.5～0.6度と
される｡ 上昇能力を飛躍的に高める航空機の性能にあわせて, 搭乗員の防
寒対策が講じられなければならなくなるのは当然だ｡
当節, 若者たちにも人気の高いフライトジャケット (ボマージャケット
とも) と呼ばれる革のジャンパーは, もともと米空軍爆撃機搭乗員のあい
だで防寒用に着用されたものであった｡ この例からもわかるように, その
ような防寒衣料の原料には, 高い防寒性能をそなえた化学繊維がなかった
当時, 一般に毛皮・皮革が期待されたのであった｡
航空機出現当時こそ, そのころ自動車運転者が着用していた革製半コー
トやゴーグルが流用されたり, 手直しして用いられていたが, すぐにそれ
では間に合わなくなる｡ 保温性をいかに高めるかという要求に即応できる
素材は, 革や毛皮であった｡ 革製で, そのうえ, 毛皮裏をつけるというよ
うな工夫を施した航空服が考案されることになるが, それとても, 限界ま
での性能を引き出そうとした結果, 狭隘となった軍用機内での諸操作には,
動きやすさという点で難点があった｡ やがて表地は防水の布地, 間にゴム
引き布をはさみこみ, 裏地に毛皮を用いたものが現れる｡ たんなる遮風板
のみによって寒さから保護されていた乗員が, 今日の航空機にふつうにみ
られる密閉風防を得るのは, 実に1930年代の後半になってからである (柳
生 1998)｡
第二次世界大戦期におけるアメリカの代表的爆撃機ボーイング B17
｢フライング＝フォートレス｣ (空飛ぶ要塞) は, ヨーロッパ戦線において,
9,000メートルの巡航高度で敵地に向かうのが常だったが, 機内に与圧は
されず, 開けはなった銃座や機内各所からすきま風が吹き込み, 零下53度
(摂氏) 以下にもなる狭苦しい機内で, クルーは酸素マスクをつけてすご
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したのである｡ 電熱服や電熱ブーツを着込み, 絹手袋の上に電熱手袋, さ
らに革手袋をはめていた｡ もし素手で機内の装置に触れれば指が凍りつい
て引きはがすのが困難となるという過酷さであった｡ 当時最も豊かな物資
を誇り, 兵員各人の身体的負担を減らすことに最も熱心であったアメリカ
軍にしてこの有様である (ニシムラ 1994：184)｡
こうした諸課題にこたえた飛行服へのイヌ毛皮利用は, 早くも1921年に
見られる｡ 12,000メートルをこえる高々度飛行に成功したアメリカ陸軍航
空隊のＪ･Ａ･マクレディ大尉は, 実験段階にあった B1 スーツを着用し
ていた (Ｂは冬季用航空服を意味するコード)｡ これは中国産のイヌとし
て知られるチャウチャウ犬の毛皮を内側に張ったものだった｡ 中国産のイ
ヌを輸入したのは, アメリカ国内では毛皮の供給ができなかったからだと
いう｡ イヌ毛皮を用いたこのスーツは, 必要な暖かさは得られたものの,
｢犬のノミと悪臭がパイロットを悪夢のように悩ませ｣ たという｡ しかし
ながら, 1931年までこの飛行服は使用されつづけたのだから, 実用性とい
う点は十分に評価されていたと言えよう (今井 1998：92)｡
以上, 詳述したように, 恐ろしいばかりの勢いで向上してゆく航空機の
発達に対応するという要請と大きな需要に対して, 安価に入手でき, しか
も防寒効果の点では定評のあるイヌ毛皮が歓迎されたのは, 当然のなりゆ
きであろう｡ なにしろイヌの皮は, 春山行夫によれば ｢満洲国から出る犬
の皮が年産五十万枚に及｣ び, ｢毛皮の強さを試験する機械によって, 毛
皮を擦りへらしてみると, 普通の白兎を一として比較すると, 栗鼠は七,
満洲産の猫は一・五, 銀狐は二・四, 緬羊が七・三, 馴鹿が一六, 北海道
産の犬の皮が三十四に当るといふから, 犬の皮は大衆的であると同時に防
寒用としても最良のものであることがわかる｣ のであるから (春山 1940：
256)｡
20世紀前半期におけるモンゴルのイヌ毛皮
― ―429
５．1945年直後のウラーンバートルの状況
第二次世界大戦敗戦のさい, ソ連軍にとらえられた長山義弘は, ウラー
ンバートルに送致され, その地に一九五三年まで抑留された｡ 1947年10月,
｢日本軍捕虜部隊が全員引揚げ｣ になったとき, 同地の国内法によって
｢中央監獄｣ で服役していた長山は, なお51年に釈放されるまで同地に留
め置かれるという, きわめてまれな体験を余儀なくされたのである｡ その
体験に基づく, 45年から, しばらく後までの, その街の状況のあれこれを
詳細に題材とする著作は, まことに興味深い｡
長山によれば, ウラーンバートルの行政区画は, ｢ホト｣ (市 qota)・
｢ホロ｣ (区 qoriy-a)・｢ホリン｣ (町 qorin)・｢ヘセグ｣ (分町 keseg)・
｢カシヤ｣ (隣り組 qasiy-a)・｢アイリ｣ (戸 ayil) からなる｡ こうした組織
には ｢供出割当｣ が ｢半強制的｣ に課せられるのであるが, 草原地帯の牧
民のあいだの割当競争が都市部にもひとしなみに行われることがあり, 品
目によっては, 都市住民の入手が困難なものもあった｡ 毛皮などはまさに
そうしたもので, 長山によれば, あるときヒツジ毛皮が２枚, イヌ毛皮が
１枚が割り当てられたことがあった｡ 困却した長山は, ヒツジ毛皮はなん
とか市場で現金で購入したが, イヌに関しては, ついに ｢カシヤの者達と
相談し一日野良犬狩をやる｣ ことになり, ｢漸く二頭, 殺してカシヤ一同
として毛皮を納める事が出来た｣ (長山 1960：427)｡ 旧社会主義体制下の
｢ノルマ｣ 全盛時のモンゴル版とでもいうべき情景であるが, ここでもイ
ヌ毛皮が重視されていることを知ることができるだろう｡ 長山はさらに,
｢毎年冷期間, 野良犬狩りが実施される｡ 一般住民が割当数を獲得するた
めに, 相当数の野良犬が撲殺される｡ そしてその皮だけを政府に供出する｣
という｡ 長山を悩ませたイヌ皮のノルマは, ここに明らかにされているよ
うな野良犬の多さを前提にして課されていたものであろう｡ 街の中には
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｢野良犬どもが, わが天下とばかりのさばり返って｣ おり, ｢野良犬はどこ
に隠れているのか, よく襲いかかって来る｣ (同前：341) ほどであるから,
毛皮資源としては, その数量といい, 捕獲のたやすさといい, まことに頼
もしい存在であったといえよう｡
第二次世界大戦の推移とともに, 毛皮, 皮革が軍需の動向に揺すぶられ
はじめる｡ 満洲国においても1938年12月に ｢日本内地の使用制限に対応し
て, 毛皮, 皮, 革, 革を原料とする製品, タンニン剤等の輸入, 配給消費
を統制し, 之等原料及び製品の価格を公定し, 配給関係の調整を図るため
毛皮皮革類統制法｣ が公布された｡ 同法のいう ｢毛皮とは, 犬, 緬羊又は
山羊の毛皮｣ を, ｢皮とは牛, 馬, 騾, 驢, 緬羊, 山羊又は豚の皮｣ を,
また ｢革とは牛馬, 驢, 緬羊, 山羊又は豚の皮を鞣製したもの｣ をさす
(同法第１条)｡ 同法施行の結果, 39年２月には毛皮統制組合, 満洲原皮統
制組合, 満洲豚皮統制組合の三者のみが毛皮・皮革の販売業者として指定
され, また同年６月には満洲畜産株式会社が創設されて, 毛皮, 原皮の収
買を一元的におこなうこととなった｡ かくして満洲国内における ｢各種皮
革価格は著しく昂騰し｣, ハルビンの工場などでは ｢原皮の入手さへ出来
得れば相当の営業成績を挙げ得る｣ のではあろうが, 原料難は深刻で,
｢大工場は既に現在手持ち原料の消化後は工場閉鎖の已むなきに立至る｣
事態が現出することになるのである (長谷川 1939, 山田 1940)｡
以上みてきたとおり, 安価な毛皮資源として, 満蒙においては普通の景
色であったおびただしい野犬の毛皮が世界市場に直結する形で新時代の需
要を満たしていったのである｡
かつて日本で ｢満蒙｣ と呼ばれた地域に棲息するイヌは, その地域の住
民たちにとって, 自分たちの住環境を清掃し, いざというときには救荒食
の役割も果たし, 死しては良質で安価な毛皮を遺す存在であった｡ だから
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こそ, 我が物顔にあたりをのし歩く危険なイヌたちを, いちどきに駆除す
る必要はまったくなかったのである｡ この多重的な有用性の前では, たま
さか起こるイヌにまつわる事件など, どう考えても, とるにたらない些細
なものだったといえよう｡
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